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短 報

遷延する関節痛より確定診断に至ったチクングニヤ熱の本邦初症例
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序 文

チクングニヤ熱(chikungunya fever)は チクング

ニヤウイルスによって引 き起 こされるウイルス感染症

である.チ クングニヤウイルスは トガウイルス科アル

ファウイルス属 に分類 されるRNAウ イルスで,1953

年 にタンザニアで初めて分離 され1),ヒ トへの感染は

Aedes属 の蚊で媒介 されるが,特 にネッタイシマ蚊 と

ヒトス ジシマ蚊が重要であるといわれている2).臨 床

症状 は発熱,関 節痛,筋 肉痛 などが高頻度にみ られ,

特に関節痛はときに強 く現れ数年に及ぶこともあると

報告されている3).チ クングニヤ熱は現在の ところ我

が国における感染症法に定め られていない感染症であ

るが,欧 州や東南アジア,南 アジア地域では非常に警

戒されている感染症である.今 回我々は,国 内で初め

て確認されたチクングニヤ熱の輸入症例を経験 したの

で報告する.

症 例

36歳 女性.主 訴は遷延す る膝 関節痛および足 関節

痛.既 往歴,家 族歴 に特記事項な し.平 成18年7月

16日 よ り12月10日 までス リランカ,コ ロンボに帯

同家族 として滞在.平 成18年11月17日 に歩行 困難

な程度の左足関節痛 と共に40℃ の発熱 頭痛が出現.

現地医療機関で白血球減少,血 小板減少,臨 床症状 と

迅速診断キ ット(デ ング熱は不明,チ クングニヤは

Chikungunya IgM Rapid Test, CTK Bioteck,

Sandiego, CA, USA)に よりデング熱 とチクングニ

ヤ熱の混合感染 と診断されたが,血 清診断による確定

診断はなされなかった.無 治療 にて11月18日 には解

熱 し,11月19日 に両四肢に紅斑が出現 した.関 節痛

はその後 も持続 し現地で処方 された鎮痛薬にても改善

を認め ない ため,精 査 目的で12月26日 に 当セ ンター

を受診 した.

来 院時現症:意 識清明,体 温37.2℃,脈 拍88回/分,

血 圧108/70mmHg,診 察 上 特記 すべ き異常 所 見 は 認

めなかった.起 立 時お よび歩行 時の膝,足 関節痛 は残

存 してい たが.疼 痛 部 位 の発 赤.腫 脹 は認 め られ な

か った.

来 院時検査所 見:WBC; 9,940/μL, RBC: 407×104/

μL, Hb; 12.0g/dL, Ht; 35.1%, Plt; 292×104/μL,

GOT; 16IU/L, GPT; 13IU/L, LDH; 171IU/L,

ALP; 149IU/L, γGTP; 20IU/L, CPK; 53IU/L,

BUN; 14.1mg/dL, Cr; 0.68mg/dL, CRP; 0.24mg/

dL, RF(-), ANA(-)

Dengue virus PCR (-), IgM Index: 0.84 (-), IgG

Index: 0.68 (-)

経 過:血 清 診断 によ りデ ング熱 は否 定 され,日 常生

活 に支障 を来たす ほ どではない 関節痛 であ ったため無

投 薬 にて経過観 察 と したが,そ の後 の検 査の結果,抗

チ クングニヤウイルスIgM抗 体 陽性(Positive/Nega-

tive ratio=7.04, P/N Ratio 2.0以 上 を陽性)お よび

抗 チ ク ングニ ヤ ウイ ルス 中和 抗体 価640倍(10倍 以

上 を陽性)を 確 認 した.患 者 は家族 の都合 によ り1月

初旬 にス リラ ンカへ戻 ったため抗 体価推移 の検査 は実

施 で きなか ったが,帰 国前 に関節痛 は軽減 した.

考 察

チ クングニヤ熱 の最 近の傾 向 は2005年 初 頭 に コモ

ロ(Comoro)諸 島 で流行 が起 こ り,2006年 に か けて

イ ン ド洋 に位置す るモ ー リシ ャス(Mauritius),レ ユ

ニ オ ン(Reunion) ,セ イ シェル(Seychelles),マ ヨ ッ

ト(Mayotte)な ど に拡 大 し大 流行 した4).ま た ス イ

ス,香 港 で は輸入例 が報告 されてお り5)6),そ の 主媒介

蚊 は我が 国 に も生 息す る ヒ トス ジシマ蚊 であ る7).臨

床 症状 や検 査所見 はデ ング熱 と類似 す るが,デ ング熱
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に比 して有熱期間が短い,関 節症状が強く遷延するな

どの相違がある8).し たがって今後流行地か ら帰国し,

発熱を伴った関節症状を呈する患者,あ るいはデング

熱が疑われる患者を診察する際には,チ クングニヤ熱

の可能性 も考慮に入れた正確な血清診断を行うべ きで

あ り,確 定診断された場合には関節症状が遷延する可

能性があることを注意すべ きである.ま た我が国にも

生息 しているヒ トスジシマ蚊が活動する夏期には,国

内発生が起 こりうる可能性 も十分に考えられるため,

アウ トブレイクに備 えた媒介蚊対策 も講ずる必要があ

る.
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